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世
界史を考えるために、方法的にはインド洋

世界のような大地域史の研究や、移民など

のようなテーマ史の積み上げなど、いくつ

かの道が考えられるが、国際的な地域や国

の同時代における「関係」史もそのひとつの道であろう。

そういう方法の実験の場として、日清・日露戦争の時代

を考えてみたい。

　いうまでもなく、この時代は帝国主義の時代である。

この時代を見るに、F. ブローデルにならって、時間を長

期波動、中期波動、短期波動に分けて考えるならば、中

期波動としては、経済的には、金融資本の成立、それに

伴う資本輸出、領土併合などの動きがあり、社会的なレ

ベルでは、「公定ナショナリズム」と言われるような列

強国内でのナショナリズムの高揚があげられる。このよ

うな中期波動に突き動かされて、短期的な政治、軍事の

動きが見られるが、それは、ときどきの現実に合わせて、

顕在化する地域を変化させてくる。

　その様子を、江口朴郎先生にならって、「ゴム風船」

の思考方法で再構成してみよう。 江口先生によれば、「帝

国主義が帝国主義であるかぎり、一方で緊張が緩めば、

他方で緊張が高まるのであって、ちょうどゴム風船のよ

うなものである」と、この時期の世界を「関係」で論じ

られたわけである。しかし、「帝国主義が帝国主義であ

るかぎり」ということは、諸国の「内政」を抜きには語

れないという意味である。単なる「関係」ではないこと

になる。そのときの「内政」とはなにか。単に支配や対

外進出のための国内的「要因」だけではなく、外からの

進出に対する「抵抗」のモメントも考慮にいれるべきで

あろう。その「抵抗」が国際関係を規定していくのでも

ある。

　１．この時代を画するのは、ヨーロッパでの勢力均衡

が一定の行き詰まりに達した時点である。それは、1891

年に締結された露仏協商によって画される。この同盟は

「帝国主義時代」の同盟とされ、すでに 1882 年に締結

されていたドイツ、オーストリア＝ハンガリー、イタリ

アの三国同盟とは違い、ロシアのフランスへの金融的従

属を基礎にした軍事同盟であった。これにより、三国同

盟と「栄光ある孤立」を守るイギリスとの鼎立関係が成

立し、ヨーロッパにおける紛争は一挙に大戦になる危険

性ができたのである。

　ここまでは、教科書にも説かれているとおりである。

しかし、ここで「なぜ」と問うべきではないか。なぜ、

この時点でのヨーロッパにおける勢力均衡が、大戦にな

る危険性を持ったのか。それは、経済的な対立、ナショ

ナリズムの高揚はもとより、列強の同盟関係がヨーロッ

パ社会の周辺、底辺までも組織しようとしていて、なお

かつできかねているという現実を考慮しなければならな

いであろう。それは、マケドニア問題などを見れば歴然

としている。

　ともかく、そのような状況の中では、列強の対立はヨー

ロッパ以外の地域において展開されざるをえない。それ

は、極東、中近東、アフリカのいずれかでありえたが、

おりから勃発した戦争がその地域を定めることになっ

た。

　２．おりから 1894 年、東学党の乱（甲午農民戦争）

が李朝朝鮮を揺り動かし、朝鮮政府は清国に援助を求め

た。これに対して出兵した日本と清国のあいだの戦争が

日清戦争（1894̶5年）であった。日本は、下関条約によっ

て、遼東半島や多額の賠償金を手に入れたが、これに対

しては、ロシア、ドイツ、フランスが「三国干渉」を行

い、1896 年 5月に日本に遼東半島の返還を認めさせた。

ここにおけるドイツ、ロシアの協働は、ドイツがロシア

のヨーロッパへの関心を極東に転換させる必要から来て

いる。しかし、これ以上に重要なのは、この戦争によって、

清朝がもはや「眠れる獅子」ではないことが、世界に示

されたことであった。

　ここまでは、教科書でも説かれていることであるが、

やはりここでも「なぜ」と問わねばならない。それは、

東学党のことである。この時期、世界史的に見て、西洋

列強の進出を受けて経済・社会・文化が脅かされ始めて

いたアジアにおいて、いわば土着的な反抗を試みる思想

や運動は、東学党に限られた問題ではないであろう。日

本、朝鮮、モンゴル、中国、台湾、さらに東南アジアと

広げて考えておく必要がある。そのなかで、なぜ、朝鮮

日清・日露戦争の時代の世界史：試論（１）
　南塚 信吾
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の東学党の動きが「問題」になったのかと問うべきであ

ろう。　　

　ともかく、このあと、列強の中国進出は勢いを増すの

である。それは当然列強間の対立を招かざるを得ないが、

その対立が顕在化するのは、アフリカでの列強の利害が

調整されてからであった。

　３－１．アフリカでは、二つの焦点があった。まず、

イギリスの支配するエジプトの南にあるスーダンでは、

1881 年以来、エジプトとイギリスを脅かしていたマフ

ディー運動が、1898 年にようやくエジプト・イギリス

連合軍によって滅ぼされ、イギリスはスーダンを占領し

た。これによりかねて西アフリカからニジェール川を遡

り東へと進みつつあったフランスとぶつかることになっ

た。1898 年 9 月、イギリス軍とフランス軍はスーダン

のファショダにおいて遭遇した。これは、戦争にいたら

ず、翌年 3月の協定で決着をみ、これによって、アフリ

カでの二大列強の利害が調整されたことになった。

　ここで、われわれとしては、「正しく導かれた者」と

してのマフディーのような存在、そしてそれに導かれた

運動は、この時代のアフリカにおいて、一定の広がりを

もっていたようであり、今後はそれが持つ意義を東アジ

アのそうした存在との関連でさらに追及する必要がある

であろう。

　３－２．いまひとつの焦点は、同じくイギリスが支配

しつつあった南アフリカである。ブール人（オランダ系

アフリカーナ）の入植していた南アフリカへのイギリス

の進出は、ダイヤモンドや金の発見以来、急激なものが

あったが、ついに、1899 年、南アフリカ戦争（ブール戦争、

ボーア戦争）が勃発した。アフリカーナによるゲリラ戦

のためにイギリスは苦戦を強いられ、長期化する戦争に

45 万人の軍隊を投下することになった。これはイギリ

スの勝利に終わるのは、1902 年 5月になってからであっ

た。この南アフリカの戦争は、国際関係の問題としては、

列強の利害の調整というよりも、このあとに起こる極東

での列強の対立にイギリスが本腰で取り組めない状況を

作りだしたことに意義があった。

　それにしても、この南アフリカでのイギリスの侵略に

対抗する運動については、ブール人やその他の人々の運

動を再点検していく必要があろう。「むざむざ侵略され

たわけではないはずだ」という江口先生の言葉が聞こえ

る。

　こうして、アフリカにおける列強の対立が一段落し、

しかもイギリスが南アフリカ問題に没頭しているところ

で、列強の対立は極東において顕在化したのである。

（続く）
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004 年 11 月 27 日（土）の午後、長野県松

本市にある重要文化財「馬場家住宅」におい

て第 3回世界史キャラバンが催された。テー

マは「日清・日露戦争の時代」。これは前年

に新潟県南魚沼郡大和町で行われた第 2回世界史キャラ

バン「日露戦争の時代」で得た経験と教訓を生かした試

みとなった。

　司会は今回の催しを準備して戴いた松本大学・佐藤博

康教授にお願いする。

　司会者による開会の辞のあと、当主の馬場太郎さんよ

り嘉永 4（1851）年に成った母屋を中心とする古屋敷の

由来と、平成 8年、重要文化財に指定された建造物 6棟

および土地の概略を説明して戴き、出席者は改めて会場

（母屋）のレトロな雰囲気を味わった。

　最初の講演は世界史研究所所長、法政大学の南塚信吾

教授で「日清・日露戦争時代の国際関係」を語った。い

わゆる帝国主義時代（19世紀末から 20世紀初頭）の世

界やアフリカ、バルカン、ロシアなどの地図をカラーコ

ピーして皆にくばり、南塚氏は当時の世界がいかに緊密

な関係で結ばれていたかを、さまざまな事件を時系列的

に並べて、説き明かしていく。グローバリゼーションが

この頃すでに始まっていたことが良くわかる。巨視的な

第 3回  世界史キャラバンの報告
　田中 一生



見方をすれば、日清戦争も日露戦争も、けっして戦争当

事国だけの問題として捉えてはならない。すべては背後

で糸を引く列強の代理戦争と考えられなくもないのだ、

という南塚氏の指摘に、一同は蒙を啓かれる思いがした。

世界を大きなゴム風船にたとえ、どこかを押すとどこか

が凹むという因果関係で近現代史を捉えることが肝心で

あるというユーモラスな結論だった。

　次いで世界史研究所顧問、創価大学の田中一生講師

が「露日戦争とバルカン」について述べた。先ず、われ

われ日本人は当然のように日露戦争というが、ロシアお

よびロシア側にたって参戦した義勇兵たちは当然これを

露日戦争と呼ぶという指摘に、人びとはちょっと意表を

衝かれる思いがした。それから田中氏は、列強の植民政

策に苦しんでいた中近東や東欧の諸民族は、欧州最大の

陸軍を誇るロシアに立ち向かう極東の小国日本に声援を

送っていた事実を紹介する。一方、バルカンの極小国モ

ンテネグロはロシアとピョートル大帝以来特殊な関係に

あったため、数十人の義勇兵がロシア軍に加わり日本軍

と戦った。彼らは数々の武勲をあげたが、中には荒唐無

稽なエピソードもあるという話だった。

　三番目の講演者は千葉大学の趙景達教授で「日清・日

露戦争と朝鮮」と題して実に興味深い話をされた。そも

そも日清（清日）戦争も日露（露日）戦争も朝鮮半島を

めぐる覇権争いが発端であった。だが従来の研究は朝鮮

の国内情勢にあまり目を向けてこなかった。そこで趙氏

は、改めて甲午（東学）農民戦争を考え、朝鮮にとって

日清戦争とは何であったか、あるいは安重根の日本観、

日露戦争と日本の朝鮮支配を、史実をふまえ諄々と説い

ていく。とくに興味を引いたのは、「日露戦争を境とし

て日本人の国民的理性が大きく後退して狂躁の昭和期に

入る。」という司馬史観に異を唱えたことだろう。趙氏

によれば、明治時代に早くに征韓論をとなえていた日本

人はすでに東洋の他民族を蔑視していたのであり、日露

戦争以前の明治人がそれほど高潔だったわけではないと

いう説明に、一同は謙虚に耳を傾けたのだった。

　世界史研究所研究員、早稲田大学の木村英明講師は「女

優誕生̶お転婆芸者の欧米漫遊」を、スライドと CDを

援用しながら講演した。貞奴（1871-1946）はオッペケ

ペー節で有名な川上音二郎と結婚し、アメリカ公演で近

代日本初の女優としてデヴューした。その後パリ万博公

演、ヨーロッパ巡演ではジャポニズムのシンボルとして

脚光をあびた。若き日のピカソは 4枚も彼女をスケッチ

し、ジイドは友人への手紙で彼女を絶賛した。ロダンは

貞奴をモデルにしようとしたが断られている。そうした

エピソードは従来の貞奴観に修正をせまるだろう。木村

氏は、日清・日露戦争の時代に欧州でモダニズムの芸術

潮流に身をさらして立った大和撫子・貞奴の勇姿をあざ

やかに描いてみせた。

　最後の公演は、松本市で数多くの名著を世に送り出し

てきた郷土出版社の神津良子社長が務められた。近刊の

自著『蘭子のピアノ』および、やはり先に出版された自

著『メキシコの月　信州の月』を中心に、「明治期の松

本平の国際交流」を話して下さった。いずれも会場となっ

た馬場家と深いかかわりがある。すなわち後者は、メキ

シコ革命当時、外交官として彼の地に勤務していた馬場

称徳の活躍ぶりを語ったもの。前者は、1922（大昭 11）

年ドイツからやってきて今なお「馬場家住宅」で美しい

音色を響かせている名器 Ritmüller の数奇な運命をとお

して、馬場太郎さんと結婚した蘭子さんの半生を綴った

ものである。無国籍のユダヤ系ドイツ人として極東の日

本で亡命生活を余儀なくされていた、かの巨匠レオニー

ド・クロイツァーも、松本で思いもよらぬ故国製の名器

と出会い、万感の思いを込めて「蘭子のピアノ」を演奏

したという。

　ここで休憩をはさみ質疑応答を行い、佐藤教授の閉会

の辞をもって全プログラムを無事終了した。

　聴衆者のなかには朝日新聞社の渡辺延志さんがおら

れ、後日（2005 年 1 月 5日、夕刊）「歴史家の再構築」

と題した記事のなかで、世界史研究所は「研究会のほか

に地方にでかける『キャラバン』も実施している。11

月は長野県松本市が会場で、テーマは『日清・日露戦争

の時代』だった。朝鮮史の趙景達・千葉大教授ら 3人が、

それぞれ専門の地域や視点から 19世紀末̶20世紀初頭

を分析。それを受ける形で、南塚さんが『世界史の中の

日清・日露戦争』や『連続する現代の戦争をどう考えるか』

などについて問題を提起した。」と紹介された。
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004 年 12 月 14 日、パトリック・マニング

氏を囲んで第一回世界史懇話会が開かれ、所

長の南塚信吾さん、西川正雄さん、田中一生

さん、木村英明さんらの会員のほか、数名の

院生等が出席し、ワインや日本酒を飲みながらの和やか

で楽しい雰囲気のなか意義ある議論が行われた。

　自己紹介の後、南塚氏がまず、1960 年代から最近ま

でに出版された歴史研究者編纂による各種「世界史」シ

リーズとその特徴を、続いて西川氏が、「国史」から「日

本史」への変遷過程、「日・東・西」の歴史区分、敗戦後「世

界史」という授業が中・高等学校で開始されたこと、文

部科学省による教科書検定制度、日本の歴史学にはマル

クス主義的発展段階説が強い影響を与えていることなど

を説明した。これに対して、現在でも「世界史」シリー

ズの出版が継続されていることに驚いたマニング氏から

は、歴史専門家の間では、「世界史」について一般的に

議論されているのか、大学院でそうした研究がなされて

いるのか、世界史を執筆する専門的な歴史家集団がある

のかとの質問がだされた。また、第二次世界大戦後、歴

史家たちが、どのようなものを「世界史」として教える

のか、「世界史」のなかで「日本」という国をどう位置

づけるかについて真剣に議論し、深い研究を行ったこと

に強く印象づけられたようである。

　アメリカでは、一流の歴史研究者が「世界史」につい

て共同して議論し執筆することはなく、出版社が「世界

史」のシリーズを出すことはあまりない。コロンビア大

学のシリーズは例外的な存在である。プロジェクトとし

ての「世界史」は日本の方が一貫して追究されていると

思う。アメリカの歴史学に新しい視点が加えられたのは

「社会史」の登場と 1963 年の「黒人」解放運動からで

あるが、その後はあまり進展しなかった。中等教育では

「世界史」は教えられていたが、州レヴェルでカリキュ

ラムが異なっており、何が教えられているかの統一的な

把握はできなかった。教師同士が相互にコンタクトを取

りながら内容について議論し、相当高度な内容を教えて

いるところもあったし、そうでないところもあった。「世

界史」がカリキュラムのなかで重要な位置を占めるよう

になったのは、1990年代であり、1995年からは「世界史」

がほとんどの州で必修科目になっている。それ以来、そ

のマーケットが拡大され、非常に多くの教科書が出版さ

れるようになった。ただし、その「世界史」は総じて西

欧文明、アメリカ合衆国の歴史とその他の歴史という三

つの視点からなっており、「アメリカ」の部分がやはり

大きな割合を占めている、とのことであった。

　この後、西川氏が、教科書問題や家永裁判、自虐史観、

『国民の歴史』等を解説し、日本の「世界史」は、各地

の歴史の寄せ集めになっている観が免れず、マニング氏

が提唱されている「連関 connection」（以下「連関」）に

はあまり目が向けられてはいない。しかし、この「連

関」を強調しすぎると、ある地域には存在するが、別の

地域には存在しないものも出てくる場合がある。そのよ

うな点はどのようにお考えになるのか、と質問したとこ

ろ、マニング氏は、「連関」のない地域に無理にそれを

作り出そうというのではない。「連関」を強調するのは、

世界を考える上で、地理的なものに限らず、時期やテー

マといった観点からもそれを捉え、興味を失わずに「連

関」を求めていく姿勢が大事だと思うからだ。歴史家は

様々な「場」を中心にして、その時間的変化をみようと

するのが常だが、他の地域との文化的経済的政治的営み

といったものとの「連関」を求めることも肝要であり、

比較の視点をもつことも重要であろうと返答した。

　続けてマニング氏の専門領域である南アフリカにおけ

る「世界史」授業について説明が加えられ、「世界史」

の熟練した教師たちは、国定教科書を作ることよりは、

史料をたくさん用いた授業をすることに意を注いでい

る。だが、使用している教科書はアメリカ用に作られた

ものであり、あまり適しているとは思えない、との感想

だった。更に、日本の教科書については、専門性、叙述

系列ともにすばらしいものであり、様々な部門が重なり

あっているのもよいと思う。教科書の種類が 20 もある

のも驚いた。教科書問題についてその脈絡を私はよく理

解できていない。というのも、アメリカのメディアは、「国

史」イコール「日本史」であると考えているであろうし、

それゆえその問題を正確に報道しているとも思えないか

第１回  世界懇話会参加記
　古川 高子（東京外国語大学大学院博士後期課程）
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らだ。そもそもメディアは「世界史」存在の意味さえわ

かっていない。しかし、現在ではインターネットを通じ

た議論もでき、共同プロジェクトを組むこともできるの

であるから、積極的に発信していくのがよいであろうと

の意見であった。

　次に、南塚氏が、「世界史」に関してウォーラーステ

イン以前に「日・東・西」の歴史区分を否定し、下からの、

あるいは周縁からの視座で歴史を見ていた江口朴郎氏の

歴史学へ回帰すべきではないかと語ると、マニング氏は、

現在ウォーラーステインを再考する必要はあり、かれ自

身他の領域の人々とイデオロギー的に自由に議論できる

アリーナを用意し、実践しているのはすばらしいと思う

が、実際に歴史学と社会学の専門家の間で対話なり、共

同作業をするのは難しいと思う、というコメントが返っ

てきた。

　世界史研究所の具体的な活動（サイバー研究所として

の役割、世界史キャラバン、80年代の現代史研究、翻訳等）

についての説明に対しては、世界史研究所が独立した

independent 組織であることが肝心であり、世界史キャ

ラバンに関しては、地方の草の根歴史家との交流・ネッ

トワークは非常に大事であるとことが強調された。マニ

ング氏はことのほかこのキャラバンについては興味を示

され、どのくらいの規模で、どこへ行き、どんなことを

したのか、など楽しそうに尋ねていたのが印象的だった。

　また、マニング氏は、結果はどうあれ、一つの組織を

作ることによって、より多くの人々から注目されるのは、

大事なことであり、ニューズレターを出し、サイトを更

新し、キャラバンを毎年続け、いろいろな機会をつかま

えて活動を広げ、記録を増やしていくのがよいだろう。

自然科学とは異なって、歴史は協力しながら研究すると

いうことはあまりないが、共同研究をすることは重要で

あり、研究所相互の共通プログラム等を作ることも可能

であろう。かれの研究所も多くの科目を土台にした専門

的なスタッフから構成されており、財政資金的には、個々

のプロジェクトに対する支援のみの組織であり、ワーク

ショップ等の成果、ウエッブサイト、ドクター・テーマ

のリンク集、アイディア、アーカイブ、経験や人的連関

を作ることなどまで視野に入れた協力関係を世界史研究

所と築きたいと語った。歩み出したばかりの世界史研究

所を励ましながら、刺激を与え合おうという気概が感じ

られた。

　マニング氏は主としてドクタートレーニングを行って

おり、例えば昨年、90 歳のMIT の元中国系技師が、生

命工学の歴史をやりたい、と言ってかれのところにやっ

てきたが、これもりっぱな「世界史」となるはずである。

ネイションや分野を交差させた「連関」を研究実践・研

究者の交流の場でも実現すべきで、それを「世界史」に

結び付くような方向で考えたい。その一方で「世界史」

が各国でどのように教えられているかを検討するのも非

常に興味深いことである。2005 年 7 月のシドニィ国際

歴史学会議の際に私的に集まる「世界史」セミナーや 3

月のドイツ・ライプチヒで開かれる会議で世界史研究所

のことを紹介したり、かれの知っている世界各地の「世

界史」（・教科書比較等）研究所、オランダ、トルコ、中国、

韓国、シンガポールの「世界史」研究グループとの「連関」

を斡旋することも考えているとし、トランスナショナル

に、国外・国内の様々な連携を深めていくことを提言さ

れた。

　南塚氏が最後に「では、ボストンにキャラバンに行き

ますか」と半ば冗談で発言したところ、これもマニング

氏はきちんとノートに書き留めていた。さて、これは実

現するや否や？

　最後に。「連関」についての理解を深めるためにも、

主体的歴史認識を重視し、「現在」という時点から原理

や理論を問い直し、具体的な場で問題を把握しようとす

る「江口史学」を現実社会で実践している世界史研究所

であればこそ、それを他者によりわかりやすく説明する

工夫は必要だろう、と思われた。

▲ パトリック・マニング氏



　現在、ウェブ上には様々な電子図書館（デジタル・ラ

イブラリー）が存在します。それらは、蔵書目録の検索

だけではなく、所蔵する文献・資料（史料）をウェブ上

で公開する試みを行っています。電子図書館には定まっ

た定義はなく、主に図書情報の電子化、ネットワーク化、

電子情報での利用者への提供を行うシステムが「電子図

書館」と呼ばれています（参照：石川准「日米の電子図

書館プロジェクトについて」http://fuji.u-shizuoka-ken.

ac.jp/~ishikawa/library.htm）。電子図書館には世界中の

公立図書館や大学図書館、様々な団体による取り組みが

存在し、みなさんも既に利用されていることと思います。

今回は、こうした電子図書館の試みのうち、日本で現在

進められているものについて、その一部を取り上げてみ

たいと思います。

　日本の電子図書館の試みとしては、まず公立の図書

館によるものがあげられます。国立国会図書館（http://

www.ndl.go.jp/）の電子図書館には、1947 年以降の本

会議や委員会の議事録を検索可能な「国会会議録検索シ

ステム（http://kokkai.ndl.go.jp/）」や、重要文化財など

の画像を展示した「貴重書画像データベース（http://

www3.ndl.go.jp/rm/）」、明治期の慣行図書を収録した「近

代デジタルライブラリー（http://kindai.ndl.go.jp/）」、政

府や各種団体のウェブサイトや電子雑誌を収集する試み

である「インターネット資源選択的蓄積実験事業（http://

warp.ndl.go.jp/）」などがあります。また県立図書館など、

地方自治体が運営する図書館では、各地域に特徴的な資

料、図書館が所蔵する貴重書などを展示しています。例

えば、岩手県立図書館では「イーハトーブ岩手電子図書

館（http://www.library.pref.iwate.jp/iliswing/network/

ihatov/index/sakuin.html）」に宮沢賢治や石川啄木の作

品展示がありまた、大阪府立図書館では所蔵するフラン
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Web世界史
　毎回Web や CD-ROMなど電子化された世界史研究情報を紹介していきます。
　世界史研究所のウェブサイトにもここで紹介したものを掲載しています。

日本における電子図書館の取り組みについて

▲「イーハトーブ岩手電子図書館」http://www.library.pref.iwate.
jp/iliswing/network/ihatov/index/sakuin.html

▲ 大阪府立図書館「フランス百科全書  図版集」
　 http://www2.library.pref.osaka.jp/France/France.html

▲「国会会議録検索システム」http://kokkai.ndl.go.jp/

▲「貴重書画像データベース」http://www3.ndl.go.jp/rm/



ス百科全書の図版集（http://www2.library.pref.osaka.

jp/France/France.html）を展示しています。

　公立図書館以外では、著作権が消滅した書籍などをテ

キストやHTML形式で公開している「青空文庫（http://

www.aozora.gr.jp/）」があり、ボランティアの入力・校

正作業員が中心になって運営されています。文学作品

などを中心に、4500 点以上の文献が公開されています

（2005 年 1 月現在）。また、法政大学大原社会問題研究

所（http://oohara.mt.tama.hosei.ac.jp/）ではデジタル・

ライブラリーを開設し、17 万件以上の社会・労働関係

論文のデータベース検索システムを公開したり、ポス

ターなどの各種企画展示、研究所刊行物の電子化を進め

ています。これは非常に大規模な電子図書館のプロジェ

クトであり、重要な歴史資料だけでなく研究論文もウェ

ブ上で閲覧することができます。

　さらに、文書資料だけではなく映像資料も公開され

ています。情報処理推進機構の歴史映像資料のコーナー

（http://www2.edu.ipa.go.jp/gz/p-rek1/index.htm）では

明治から昭和初期の日本・世界の様々な映像を見ること

ができます。

　こうした電子化された文献・資料には「書き換えが容

易である」という問題がつきまといます。研究者が電子

化されて公開された資料を用いるとき、そもそも紙媒体

として存在するものでない限り、それがいったいいつの

時点で作成され、公開されたものであるのかを保証する

のは、それを公開するウェブサイトの良心に頼るしかな

いのが現状であると思われます。悪い言い方をすれば「偽

造」「捏造」はいくらでも可能なわけです。また、保存

されたデータの形式が古くなってしまうと閲覧できなく

なってしまったり、消失の可能性が常につきまとうとい

う問題もあります。

　しかしながら、電子化されて公開された資料には、誰

でも容易にアクセス可能であるというメリットもありま

す。時間・場所にとらわれず、所蔵されている資料がウェ

ブ上に存在すれば利用することが可能であり、研究のた

めの利便性を考えればこうした手段は大いに役に立つで

しょう。

　現在のところ、歴史学にとって有用な資料の多くは紙

媒体として存在しており、電子図書館で展示されている

もののほとんどは、その電子化されたものです。したがっ

て、もちろん史料批判は必要ですが、電子化された資料

の「真正さ」は紙で確認することが可能です。しかしな

がら、今後より一層電子化されたファイルでしか存在し

ない資料は増加していくでしょう。電子図書館のメリッ

トを活かしながら、資料の「真正さ」を保証するには

どのようにしたらよいのでしょうか。2000 年 12 月 14

日の第 18 期日本学術会議、歴史学研究連絡委員会報告

書「歴史資料の検証とその社会的活用について」（http://

www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-18-t951.pdf）

でもこの問題は取り上げられています。その中では「資

料・データを公開する過程では専門的知見を有する第三

者的機関などによる適宣な検証、相互批判が望まれる」

とされています。この報告書は考古学の史料捏造問題を

受けて作成されていますが、その後、電子資料はより一

層増加しており、歴史学全体が取り組まなければならな

い問題となっているでしょう。次回は海外での電子図書

館の取り組みなどを紹介しながら、さらに考えてみたい

と思います。
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▲「青空文庫」http://www.aozora.gr.jp/

▲「法政大学大原社会問題研究所」
　http://oohara.mt.tama.hosei.ac.jp/
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世界史研究所からのお知らせ

第２回・第３回  世界史懇話会開催の予定

　世界史研究所では、2月 8日（火）に第２回世界史懇話会を開催致します。今回は南アフリカから Achille Mbembe

氏をお招きいたします。Mbembe 氏は 2001 年に著書On the postcolony（University of California Press）を出版し、

ポストコロニアル・スタディーズの理論家として活躍なさっています。

　また、3月 9日（水）には第３回目の世界史懇話会を開催し、ゲストとしてハンガリーからサライ・エルジェーベ

ト氏をお招きする予定です。

　いずれも、渋谷の世界史研究所にて開催する予定ですが、詳細が決まりましたら改めてご案内申し上げます。皆様、

ふるってご参加下さいますようお願いいたします。

朝日新聞（夕刊）「ネオ・エチカ」に
世界史研究所が取り上げられました
　2005 年 1 月 5日（水）の朝日新聞（夕刊）に世界史研究所が取

り上げられました。12面の「ネオ・エチカ」というコラムにおいて、

「歴史像の再構築－虫の目・鳥の目が映すもの」というテーマで世界

史研究所の理念と活動についての記事が掲載されています。記事で

は、長野県飯田市に設立された市立歴史研究所の地域の目線からの

取り組みと、世界史研究所の歴史の全体像を描く試みについてが紹

介され、新しい歴史学のあり方についての模索が進んでいる状況を

伝えています。

　また、この記事をご覧になった読者数名の方から、研究所の趣旨

に共感するという連絡をいただきました。

　記事をご覧になりたい方は世界史研究所までご連絡下さい。コピー

を送付させていただきます。

Newsletter のウェブ配信について
　今号より、このニューズレターは世界史研究所ウェブサイトから配信することとなりました。これまで、第１号と

第２号については、印刷されたものを利用会員の皆様にお届けするとともに、ウェブサイト上でも公開しておりまし

たが、印刷コストの問題と、印刷された紙面では字数の非常に限られた論考しか掲載できず、具体的な内容をお伝え

できないという問題を考慮し、今号以降はウェブサイトで電子化された媒体として配信することにいたしました。

　なお、利用会員として登録された際に、研究所からの連絡を手紙で受け取ることをご選択いただいた方には、この

ニューズレターをプリントアウトしたものを送付させていただきます。E-mail で連絡を受けることをご選択された方

には、ニューズレターをウェブサイトに公開した旨の連絡をご登録の E-mail アドレスに送信させていただきます。何

卒ご理解下さいますようお願い申し上げます。

　ウェブ配信にともない、紙面をモノクロからカラーへと変更するとともに、より話題・内容豊富なニューズレター

となるよう心がけて参ります。なお、皆様からのご寄稿もお待ちしております。投稿規定については、研究所までお

問い合わせ下さい。


